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マ
県
内
の
動
き

6
－

n
新
潟
県
私
学
の
公
費
助
成
を
す
す
め

る
会
と
文
理
高
校
の
正
常
化
を
求
め
る
県
民
会

議
は
、
県
内
私
立
高
校
で
た
だ
一
校
、
新
潟
市

の
文
理
高
校
だ
砂
が
行
っ
て
い
る
，
入
学
金
タ

ダ
取
り
’
（
入
学
し
な
い
生
徒
か
ら
徴
収
し
た

十
二
万
円
の
入
学
金
を
返
さ
な
い
）
を
廃
止
さ

せ
、
父
母
に
す
み
や
か
に
返
還
す
る
措
置
を
と

ら
せ
る
よ
う
県
議
会
に
陳
情
。
（
赤
旗
）

6
－

m
新
潟
県
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
塩

川
逮
夫
会
長
）
は
、
県
に
都
市
児
童
健
全
育
成

事
業
（
学
童
保
育
な
ど
に
対
す
る
国
の
補
助
制

度
、
年
額
約
五
十
五
万
円
）
の
適
用
拡
大
を
申

し
入
れ
、
県
民
生
部
も
柔
軟
な
対
応
で
前
向
き

に
と
り
く
む
方
向
を
示
し
た
。
同
事
業
は
全
国

的
な
運
動
も
あ
っ
て
、
毎
年
予
算
、
助
成
対
象

ク
ラ
ブ
数
と
も
増
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
新
潟

県
の
場
合
は
県
内
四
十
八
か
所
の
学
童
保
育
所

の
う
ち
助
成
は
六
か
所
だ
け
。
と
く
に
二
十
六

か
所
の
ク
ラ
ブ
の
あ
る
新
潟
市
の
場
合
新
設
助

成
一
か
所
の
み
で
、
運
営
助
成
授
は
ゼ
ロ
と
な

っ

て

い

る

。

（

赤

旗

）

8
・
7

に
い
が
た
県
民
教
育
研
究
所
（
長
崎

明
会
長
）
、
日
本
科
学
者
会
議
新
潟
支
部
（
糟

谷
窓
一
事
務
局
長
）
は
、
臨
教
事
世
最
終
答
申
に

反
対
声
明
を
出
し
た
。
声
明
に
よ
る
と
、
四
次

に
わ
た
る
答
申
は
、
民
主
的
な
教
育
原
理
に
挑

戦
す
る
反
国
民
的
な
も
の
で
、
個
性
化
、
自
由

化
、
多
様
化
の
名
で
学
校
に
競
争
原
理
と
差
別

選
別
を
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
。
初
任
者
研

修
制
度
な
ど
は
学
校
の
管
理
を
強
め
、
国
家
主

義
的
な
教
育
の
推
進
を
狙
っ
て
い
る
l
と
六
つ

の
観
点
か
ら
批
判
。
臨
教
審
を
め
ぐ
る
論
議
を

広
げ
る
た
め
、
九
月
十
三
日
に
県
民
教
育
研
究

所
が
新
潟
市
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
く
ほ
か
、

日
本
科
学
者
会
議
新
潟
支
部
も
十
一
月
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
る
。
（
新
潟
日
報
〉

9
・
”
に
い
が
た
県
民
教
育
研
究
所
（
長
崎

明
会
長
〉
は
新
潟
市
で
第
四
回
総
会
を
聞
き
、

臨
教
審
路
線
に
反
対
し
、
県
民
の
た
め
の
教
育

を
す
す
め
る
研
究
所
の
活
動
方
針
を
明
ら
か
に

し
た
。
総
会
で
は
新
潟
市
大
江
山
の
地
域
教
育

力
、
東
港
開
発
と
聖
徳
町
、
円
高
不
況
下
の
子

ど
も
た
ち
、
学
閥
、
課
外
体
育
な
ど
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
活
動
、
教
育
セ
ミ
ナ
ー
、
地
域
と

教
育
の
研
究
集
会
、
臨
教
審
答
申
反
対
声
明
、

教
育
懇
談
会
や
教
育
相
談
に
と
り
く
み
、
四
回

の
『
新
潟
の
教
育
情
報
」
を
発
行
し
て
き
た
八

六
年
度
の
活
動
を
総
括
し
た
。
総
会
で
決
ま
っ

た
八
七
年
度
活
動
計
画
と
討
論
で
は
、
乙
れ
ま

で
の
活
動
や
民
主
的
学
校
e
つ
く
り
、
働
く
婦
人

の
労
働
と
子
育
て
、
高
等
教
育
の
諸
問
題
を
加

え
た
調
査
研
究
を
す
す
め
つ
つ
①
住
民
逮
動
と

教
育
の
か
か
わ
り
を
大
事
に
す
る
＠
教
育
労
働

運
動
の
分
析
・
検
討
③
二
十
市
に
教
育
懇
談
会

を
定
期
化
し
、
教
育
・
子
育
て
の
全
県
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
共
同
行
動
を
活
発
に
し
て
い
く
l
ー

な
ど
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
（
赤
旗
）

9
－
U

に
い
が
た
県
民
教
育
研
究
所
と
日
本

科
学
者
会
議
新
潟
支
部
は
、
新
潟
市
教
組
会
館

で
、
「
臨
教
審
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
闘
い
た
。

五
十
人
近
く
が
参
加
し
た
シ
ン
ポ
で
は
、
八
木

三
男
・
研
究
所
副
会
長
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の

日
本
（
新
潟
県
中
条
町
）
進
出
と
臨
教
審
大
学

改
革
構
怨
に
つ
い
て
の
接
調
報
告
。
ゼ
ロ
歳
児
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保
育
施
設
の
拡
充
、
初
等
・
中
等
整
育
、
大
学

改
革
、
地
域
開
発
、
高
校
生
の
急
婚
期
・
急
減

潮
対
策
と
臨
教
審
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
個
別
報

告
が
あ
り
、
臨
教
審
答
申
が
新
潟
県
の
教
育
現

場
に
ど
う
現
れ
て
い
る
か
、
県
民
の
教
育
要
求

に
乙
た
え
る
教
育
を
ど
・
つ
つ
く
る
か
に
つ
い
て

爽
剣
な
討
議
が
か
わ
さ
れ
た
。
（
赤
旗
）

9
・
初
子
ど
も
た
ち
の
虫
歯
予
防
の
目
玉
事

業
と
し
て
県
が
進
め
て
い
る
教
育
現
場
で
の
フ

ッ
索
洗
ロ
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
。
全
小
学

校
が
導
入
し
て
い
る
自
治
体
は
現
在
、
五
十
一

市
町
村
。
現
在
フ
ッ
索
洗
口
を
導
入
し
て
い
る

保
育
所
、
幼
稚
酒
、
小
、
中
、
獲
緩
学
校
は
、

計
約
五
百
五
十
施
設
。
全
体
の
二
四
Mmに
お
た

り
、
一
施
設
で
も
導
入
し
て
い
る
自
治
体
は
七

十
二
市
町
村
に
及
ん
で
い
る
。
全
国
的
に
は
、

都
道
府
県
自
体
が
推
進
し
て
い
る
ケ
l
ス
は
ほ

か
に
な
く
、
断
然
ト
ッ
プ
。
（
胡
相
8
新
聞
）

m・
6

総
務
文
教
委
員
で
は
新
採
用
教
員
を

対
象
に
し
た
初
任
者
研
修
の
試
行
に
つ
い
て
、

田
中
教
育
長
は
「
来
年
度
は
高
校
に
も
実
施
し

た
い
。
対
象
者
は
十
五
人
程
度
に
な
ろ
う
」
と

述
べ
、
高
校
へ
拡
大
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た

。

（

新

潟

日

報

〉

叩
・

2

県
教
育
委
員
会
は
、
六
十
三
年
度
公

立
学
校
募
集
計
画
を
発
表
。
来
春
は
中
卒
者
が

千
人
と
大
幅
に
増
え
る
た
め
、
全
日
制
課
程
は

十
三
学
級
培
、
学
科
転
換
三
学
級
で
、
募
集
定

員
は
合
計
六
百
九
十
八
学
級
三
万
六
百
十
五
人

と
な
る
。
定
時
制
課
程
は
一
学
級
減
で
二
十
二

学
級
八
百
八
十
人
、
通
信
制
課
程
は
新
潟
、
高

田
南
城
の
普
通
科
若
子
人
と
な
っ
て
い
る
。
来

年
度
以
降
募
集
停
止
に
な
る
の
は
定
時
制
の
能

生
水
産
能
生
谷
分
校
で
六
十
五
年
度
末
に
開
校

と

な

る

。

（

新

潟

臼

報

）

愉
－

m
県
内
十
五
私
立
高
校
の
来
年
度
の
募

集
学
級
計
画
が
出
そ
ろ
い
、
来
月
中
旬
に
も
予

定
さ
れ
て
い
る
県
私
立
学
校
審
議
会
に
諮
問
S

れ
る
。
計
画
で
は
、
中
卒
者
の
急
培
を
反
映
し

て
、
新
潟
第
て
東
京
学
館
新
潟
が
と
も
に
一

学
級
ず
つ
学
級
増
を
行
い
、
全
体
で
は
百
三
十

三
学
級
六
千
百
五
十
五
人
と
か
つ
て
な
い
規

模
。
そ
の
反
面
、
六
十
五
年
か
ら
の
生
徒
急
激

綴
を
目
前
に
控
え
、
そ
の
対
策
が
緊
急
の
課
題

と
し
て
急
浮
上
し
て
き
た
。
一
方
、
関
線
学
園

は
来
年
度
か
ら
保
育
科
を
募
集
停
止
す
る
方
針

で
、
私
学
で
唯
一
と
も
し
続
け
て
き
た
保
育
科

の
灯
が
消
え
る
乙
と
に
な
る
。
（
新
潟
日
報
）

マ
県
外
の
動
き

6
－

m
全
日
本
教
帥
職
員
連
盟
の
第
四
国
定
期

大
会
が
聞
か
れ
、
と
く
に
「
初
任
者
研
究
制
度
」

や
，
六
級
制
導
入
’
を
す
る
給
与
見
直
し
案
に

つ
い
て
質
問
が
集
中
。
初
任
者
研
修
制
度
は
、

専
門
的
知
識
や
伎
衡
の
修
得
な
ど
の
視
点
か
ら

全
日
数
速
が
臨
教
審
に
強
く
提
言
し
実
現
し
た

も
の
で
あ
る
。
（
全
日
教
逮
教
育
新
聞
）

s・
鉛
高
校
で
来
春
か
ら
使
わ
れ
る
新
し
い

教
科
書
に
対
す
る
検
定
が
終
わ
り
、
文
部
省
は

そ
の
結
果
の
一
部
を
公
表
し
た
。
毎
年
問
題
に

な
っ
て
い
る
社
会
科
で
は
、
防
衛
、
反
核
・
軍

縮
・
人
権
な
ど
の
問
題
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
。

一
B
か
ら
採
択
の
た
め
の
震
示
会
が
全
国
約
七

百
か
所
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
関
か
れ

る

。

〈

毎

a新
聞
）

7
・

n
学
校
給
食
で
の
大
型
集
団
中
毒
の
発

生
が
年
々
培
加
し
て
い
る
た
め
、
厚
生
省
は
二

十
三
B
ま
で
に
、
学
校
給
食
施
設
に
対
す
る
重

点
監
視
指
導
を
実
施
す
る
方
針
を
決
め
、
施
設
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の
改
善
や
給
食
貸
任
者
に
対
す
る
衛
生
教
育
を

行
う
よ
う
求
め
た
異
例
の
通
知
を
出
し
た
。

〈
新
潟
日
報
）

7
・
幻
臨
教
審
の
第
三
次
答
申
で
審
査
の
簡

素
化
や
公
闘
を
求
め
ら
れ
た
教
科
書
の
検
定
制

度
に
つ
い
て
、
文
部
省
の
教
科
用
図
書
検
定
調

査
審
議
会
（
会
長
H
加
藤
隆
奥
雄
・
宮
城
県
美

術
館
長
）
は
総
括
部
会
で
、
制
度
発
足
以
来
三

十
年
ぶ
り
に
見
直
し
の
検
討
を
始
め
た
。
一
本

化
は
、
文
部
省
側
と
の
接
箇
な
し
に
不
合
格
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
検
定
強
化
に
つ
な

が
る
と
す
る
見
方
も
出
て
い
る
。
（
毎
日
新
聞
切

8
・
4
1
5
高
校
を
卒
業
し
な
く
て
も
大
学

に
進
む
資
格
が
得
ら
れ
る
文
部
省
の
大
学
入
学

資
格
検
定
（
大
検
）
が
全
国
四
十
七
の
試
験
湯
で

行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
志
願
者
は
一
万
三
千

人
を
越
え
、
昭
和
二
十
六
年
以
来
の
大
検
史
上

最
高
。
高
校
中
退
深
刻
化
と
重
複
、
い
び
つ
な

る
学
校
教
育
を
反
映
し
て
い
る
。
（
朝
日
新
聞
0

8
・
7

臨
時
教
育
審
受
E

は
、
教
育
改
革
に

閲
す
る
最
終
答
申
〈
第
四
次
答
申
）
を
ま
と
め
、

岡
本
道
雄
会
長
ら
が
首
相
官
邸
で
中
曽
根
首
相

に
手
渡
し
、
内
容
を
公
表
し
た
。
最
終
答
申
は
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乙
れ
ま
で
の
提
言
を
整
理
し
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
の
教
育
改
革
を
進
め
る
重
要
な
視
点
と

し
て
「
個
性
重
視
の
原
則
」
「
生
涯
学
習
体
系
へ

の
移
行
」
「
変
化
へ
の
対
応
」
の
三
点
を
改
め

て
強
調
し
、
国
民
に
改
革
推
進
へ
の
協
力
を
よ

び
か
け
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
（
読
売
新
聞
〉

8
・
幻
臨
教
審
最
終
答
申
は
学
校
の
管
理
主

義
や
体
罰
、
登
校
拒
否
や
退
学
し
た
子
ど
も
の

問
題
に
は
ふ
れ
ず
じ
ま
い
。
こ
れ
に
対
抗
し
て

現
役
の
教
師
、
医
師
、
母
親
ら
二
十
二
人
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
「
女
性
に
よ
る
民
間
教
育
審

議
会
」
は
三
年
閣
の
活
動
成
果
と
し
て
「
段
終

提
言
」
を
六
月
に
発
表
。

ζ

の
ほ
ど
、
と
れ
を

さ
ら
に
検
討
・
補
筆
し
、
最
終
的
に
百
七
十
二

項
目
の
録
音
ロ
に
ま
と
め
た
も
の
を
月
刊
誌
に
掲

載

し

た

。

（

社

会

新

報

）

8
－

m
日
教
組
（
問
中
－
郎
委
員
長
）
の
組

織
率
が
四
八
・
九
Mmと
過
去
段
低
を
更
新
。
と

く
に
新
規
採
用
職
員
の
加
入
率
は
二
八
・
二
郷

で
初
め
て
三
O
M
mを
割
っ
て
い
る
乙
と
が
文
部

省
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
主
要
な
五
つ

の
教
職
員
団
体
の
う
ち
、
日
教
組
以
外
の
団
体

は
前
年
と
同
率
。
（
読
売
新
聞
）

s・
引
臨
教
審
答
申
の
具
体
化
を
推
進
す
る

文
部
省
の
「
教
育
改
革
実
施
本
部
」
（
本
部
長

・
塩
川
正
十
郎
文
相
）
に
、
「
生
涯
学
習
」
「
情

報
化
」
「
国
際
化
」
の
三
つ
の
専
阿
部
会
が
発

足
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
十
一
日
の
国
際
化
専

門
部
会
を
皮
切
り
に
、
各
部
門
が
相
次
い
で
初

会

合

を

聞

く

。

（

読

売

新

聞

〉

9
・

n
文
部
省
が
ま
と
め
た
「
児
童
生
徒
問

題
行
動
実
態
調
査
」
で
、
全
国
の
公
立
小
、
中
、

高
校
で
昨
年
四
月
か
ら
一
年
聞
に
起
き
た
「
い

じ
め
」
は
五
万
件
に
の
ぼ
る
も
の
の
、
前
年
に

比
べ
る
と
三
分
の
一
以
下
に
減
っ
た
乙
と
が
わ

か
っ
た
。
校
内
暴
力
も
沈
静
化
の
傾
向
。
一
方

で
、
小
、
中
学
生
の
登
校
拒
否
は
さ
ら
に
増
加

し
、
自
殺
は
調
査
が
始
ま
っ
て
以
来
の
最
高
数

に

な

っ

た

。

（

朝

日

新

聞

）

9
・
M

円
今
春
、
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
を

卒
業
し
な
が
ら
、
小
、
中
、
高
の
教
師
と
し
て

採
用
さ
れ
た
教
職
員
就
職
率
が
六
一
%
と
過
去

最
低
に
な
っ
た
乙
と
が
、
文
部
省
の
ま
と
め
で

わ
か
っ
た
。
児
童
、
生
徒
の
急
激
期
に
入
り
、

都
道
府
県
教
委
が
採
用
を
手
控
え
て
い
る
た
め

だ
が
、
正
規
採
用
さ
れ
た
新
卒
者
は
初
め
て
五
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O
M
mを
割
り
、
講
師
な
ど
の
臨
時
採
用
が
一
四

Mmと
過
去
最
高
の
率
。
（
毎
日
新
聞
）

9
・
げ
割
増
’
行
の
二
段
階
教
員
免
許
制
度
を
三

段
階
に
改
め
る
な
ど
、
教
員
の
養
成
、
免
許
、

研
修
全
般
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
文
部
省
の

教
育
職
員
養
成
審
議
会
（
会
長
H
中
川
秀
恭
・

日
本
学
術
会
議
副
会
長
）
は
十
七
日
ま
で
に
、

具
体
化
策
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
原
案
を
ま
と

め

た

。

（

読

売

新

聞

）

叩－

m
法
務
省
は
、
昭
和
六
十
、
六
十
一
年

の
二
年
間
に
人
権
侵
犯
事
件
と
し
て
取
り
扱
っ

た
体
調
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
五
十
年
代
に
比
べ
体
罰
を
加
え

る
教
師
の
若
年
化
傾
向
が
目
立
っ
て
お
り
、
体

罰
の
集
団
事
件
が
増
加
し
て
い
る
。
人
権
侵
犯

と
認
定
し
た
体
調
は
百
十
六
件
。
小
、
中
、
高

の
う
ち
中
学
が
六
八
・
一
%
と
大
半
を
占
め
て

い
た
。
体
罰
を
受
け
た
児
童
、
生
徒
は
千
五
十

九
人
で
、
一
件
当
た
り
の
被
害
数
は
九
・
一
・
人
。

体
罰
を
加
え
た
教
師
は
百
五
十
一
人
、
二
十
三

人
が
刑
事
事
件
と
な
っ
て
い
る
。
年
齢
別
で
は

二
十
代
が
七
・
五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
四
一
・

一
Mm。
（

読

売

新

聞

）

事
務
局
会
議
（
『
声
明
』
準
備
）

県
庁
記
者
ク
ラ
プ
で
臨
教
審
反
対
の

『
声
明
』
を
発
表

8
－

n
i
n
第
同
回
民
教
研
集
会

（
於
ホ
テ
ル
湖
畔
）

a
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・Ea

自
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，
『

8
－

m
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・mm

向
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F
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・・，
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田
－
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g
・
悶

9
－

w
 

g
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ω
 

9
－

m
 事

務
局
会
議

授
業
e
つ
く
り
部
会
世
話
人
会

教
育
懇
談
会
交
流
会
（
公
民
館
）

三
役
、
事
務
局
会
議
（
総
会
準
備
）

「
教
育
情
報
」
ル
即
日
発
行

三
役
、
事
務
局
会
議

総
会
準
備
、
会
計
監
査

第
四
回
総
会
、
午
後
「
臨
教
審
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
市
教
組
会
館
〉

事
務
局
会
議
（
八
七
年
度
運
営
に
つ

い
て
）
授
業
e
つ
く
り
部
会
（
中
央
公
民
館
〉

食
糧
問
題
交
流
会
で
「
臨
教
審
」
の

学
習

叩
－
－

叩・

3

第
二
回
「
臨
教
審
」
研
究
チ
I
ム
総
会

弁
護
士
会
で
聖
徳
町
の
調
査
に
つ
い

て
報
告

研
究
所
通
信
路
号
発
行

事
務
局
会
議

理
事
会
（
中
央
公
民
館
）

食
料
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
民
教
研
（
京
都
〉
関
係
者
打
ち

合
わ
せ

叩
・
初
中
里
村
教
育
懇
談
会

叩
－
幻
「
教
育
情
報
」
編
集
委
員
会

叩－
M

山
初
任
者
研
研
究
チ
1
ム
打
ち
合
わ
せ

n
・
6
3
8
県
教
育
研
究
集
会
｛
小
千
谷
）

n－
n
i
n
地
域
民
教
研
集
会
（
京
都
）

n－
m
県
作
お
周
年
記
念
実
行
委
員
会

授
業
づ
く
り
部
会

n－
m
科
学
者
会
議
「
教
育
」
シ
ン
ポ

ロ・

5

く
ら
し
、
健
康
、
子
育
て
部
会

ロ－

5
1
6
地
域
づ
く
り
教
育
文
化
交
流
研

究
集
会
（
東
京
〉

県
作
文
の
会
お
周
年
記
念
集
会

雑
誌
『
教
育
』
読
者
会

大
江
山
「
子
育
て
・
教
育
」
研
究
会

叩
－

7

叩・

8
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